
世界のリーダー、研究者が絶賛する
全世界的ベストセラー待望の邦訳
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新興国の名もない企業が世界市場を支配するとき
ビジャイ・ゴビンダラジャン＋
クリス・トリンブル 著
渡部典子 訳　小林喜一郎 解説

『イノベーションのジレンマ』
『ブルー・オーシャン戦略』を超える
衝撃の戦略コンセプト！

試読版

リバース・
イノベーション

リバース・イノベーションとは……
新興国市場向けに開発を行った商品を、先進国でも展開し、グローバル市場のシェアを拡大する戦略
のこと。これまでのグローカリゼーションが、先進国で製品開発を行い、その商品をマイナーチェンジした
廉価版を新興国向けに投入してきたのに対し、リバース・イノベーションは、新興国市場に合った商品を
一から生み出す「イノベーション」を行い、その商品をリバース（逆戻り＝逆流）させ、先進国に投入する。

「リバース・イノベーション講座」もインターネットで好評配信中！   http://diamond.jp/articles/-/25138

ウォール・ストリート・ジャーナル ベストセラー・リスト1位
ＵＳＡトゥデイ ベストセラー・リスト1位
アマゾン・ドットコム 1位（ビジネス）

上海デイリー 1位
ライブミント（インド）  1位

好評発売中の本書の内容を一部お読みいただけます。
四六判並製／408ページ／定価1890円

（非売品）
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ビジャイ・ゴビンダラジャンとは？
　世界有数の戦略とイノベーションの専門家の一人で、ダートマス大学タック・スクール・オブ・
ビジネスの国際ビジネス学部アール・Ｃ・ドーム1924教授である。
　ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）初の招聘教授兼チーフ・イノベーション・コンサルタントを務
めた。ＧＥのＣＥＯであるジェフリー・イメルトと共に、『ハーバード・ビジネス・レビュー』掲載論
文「ＧＥリバース・イノベーション戦略」（邦訳はＤＩＡＭＯＮＤハーバード・ビジネス・レビュー、
2010年1月号）を執筆。この論文がリバース・イノベーションの概念の先駆けとなった。同誌は、
過去10年間で最も優れたアイデアのトップ10に、リバース・イノベーションを選んでいる。
　また、リバース・イノベーションのコンセプトを発案したことにより、ゴビンダラジャンは、世界
で最も影響力のあるビジネス思想家ランキングThinkers50（2011年度）で第3位に選出され（前回
の2009年は24位）、同時にブレークスルー・アイデア・アワードを受賞した(www.thinkers50.com)。
同ランキング第3位は、第1位『イノベーションのジレンマ』のクレイトン・クリステンセン、第2位
『ブルー・オーシャン戦略』のW.チャン・キムとレネ・モボルニュに次ぐものであり、本書が世界的
ベストセラーとなったことで、ゴビンダラジャンは、彼らと並んで語られる存在となった。

目次
 第1部	 リバース・イノベーションへの旅

第1章	 未来は自国から遠く離れた所にある
第2章	 リバース・イノベーションの五つの道
第3章	 マインドセットを転換する
第4章	 マネジメント・モデルを変えよ
 第2部	 リバース・イノベーションの挑戦者たち

第5章	 中国で小さな敵に翻弄されたロジテック
第6章	 Ｐ＆Ｇらしからぬ方法で新興国市場を攻略する
第7章	 ＥＭＣのリバース・イノベーター育成戦略
第8章	 ディアのプライドを捨てた雪辱戦
第9章	 ハーマンが挑んだ技術重視の企業文化の壁
第10章	 インドで生まれて世界に広がったＧＥヘルスケアの携帯型心電計
第11章	 新製品提案の固定観念を変えたペプシコ
第12章	 先進国に一石を投じるパートナーズ・イン・ヘルスの医療モデル
終章	 必要なのは行動すること
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日
本
語
版
への
序
文

―
―
な
ぜ
、
日
本
に
は
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
か

　
　
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
日
本
が
経
済
大
国
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
と
き
、
新
興
国
は
世
界
地
図
の
上
で

見
る
だ
け
の
存
在
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
地
図
で
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
先
進
国
は
新
興
国
か
ら
収
益
は
得
ら

れ
た
も
の
の
、
力
を
入
れ
る
ほ
ど
の
市
場
で
は
な
か
っ
た
。
経
済
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
北
米
と
欧
州
で
、
事
実
日
本
は

こ
う
し
た
地
域
へ
の
輸
出
に
よ
っ
て
経
済
発
展
を
遂
げ
た
。

　
時
代
は
変
わ
っ
た
。
途
上
国
は
も
は
や
辺
境
の
地
で
は
な
く
、
経
済
成
長
の
中
心
で
あ
る
。
今
後
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
世

界
経
済
の
成
長
の
三
分
の
二
以
上
が
途
上
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
日
本
は
高
齢
化
問
題
を
抱
え
て
、
国
内
市
場
が
低
迷
し
て
い
る
。
そ
れ
は
他
の
富
裕
国
の
多
く
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
の
鍵
は
、
い
ま
一
度
、
強
い
輸
出
部
門
を
築
く
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
今
度
は
欧
米
で
は

な
く
、
新
し
い
顧
客
で
あ
る
途
上
国
で
、
爆
発
的
に
成
長
し
て
い
る
中
流
層
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
そ
れ
を
実
行
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　
七
〇
年
代
や
八
〇
年
代
の
歴
史
を
た
だ
繰
り
返
せ
ば
済
む
ほ
ど
、
単
純
な
話
で
は
な
い
。
新
し
い
時
代
に
は
新
し
い
ル
ー
ル

が
あ
る
。
特
に
、
日
本
の
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
海
外
顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
多
少
の
違
い
は
あ
る
に
し
ろ
本
国
の
顧
客
と
同
じ

で
あ
る
と
い
う
、
長
く
持
ち
続
け
て
き
た
前
提
に
疑
問
を
投
げ
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
は
非
常
に
好
都
合
な
前
提
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
経
営
者
は
、
隣
人
や
同
僚
な
ど
の
馴
染
み
の
顧
客
に
向
け
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
よ
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
後
で
、
同
じ
も
の
を
梱
包
し
、
船
に
積
み
、
海
外
へ
送
り
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
輸
出
品
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
に
は
、
マ
イ
ナ
ー
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
少
し
す
れ
ば
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
そ
の
前
提
は
も
は
や
通
用
し
な
い
。
新
興
国
市
場
は
違
う
世
界
、
そ
れ
も
、
大
幅
に
異
な
る
世
界
で
あ
る
。

最
も
顕
著
な
違
い
は
、
顧
客
の
数
が
は
る
か
に
多
く
、
一
人
ひ
と
り
が
使
え
る
額
が
は
る
か
に
少
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

日
本
の
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
一
〇
〇
〇
円
使
え
る
人
が
一
人
い
る
の
で
は
な
く
、
一
〇
〇
円
使
え
る
人
が
一
〇
人
い
る
と

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
切
り
換
え
は
容
易
で
は
な
い
が
、
明
ら
か
な
の
は
、
既
存
製
品
を
取
り
出
し
て
少
々
カ

「グローバル化の次の段階のフレームワーク」
ジェフリー Ｒ. イメルト ゼネラル・エレクトリック 会長兼ＣＥＯ

「本書の描くこの新たな競争で、敗けるわけにはいかない」
野中郁次郎　一橋大学 名誉教授

「リーダーのための戦略」
ロバート Ａ. マクドナルド プロクター・アンド・ギャンブル 会長兼社長兼ＣＥＯ

世界のリーダー、
研究者が寄せた
絶賛のコメント
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ス
タ
マ
イ
ズ
を
す
る
程
度
で
は
、
け
っ
し
て
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
代
わ
り
に
必
要
な
の
が
、
新
興
国
市
場
の
顧
客

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
白
紙
の
状
態
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
途
上
国
で
最
初
に
採
用
さ
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
「
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
い

る
。
歴
史
上
、
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
稀
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
一
般
的
に
、
ま
ず
富
裕

国
で
始
ま
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
近
年
で
は
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実

例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
か
た
ち
で
あ

り
、
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
と
っ
て
成
功
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
も
興
味
深
い
特
徴
は
、
途
上
国
で
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
し
ば
し
ば
富
裕
国
へ
と
「
逆

流
」
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
い
つ
、
な
ぜ
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
る
か
を
論
じ
た
後
、
多
数
の
事
例
を
通
し

て
こ
の
現
象
を
解
説
し
て
い
く
。

　
日
本
に
も
す
で
に
、
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
特
に
、
東
日
本
大
震
災
後
は
そ
の
傾
向
が
顕

著
だ
。
も
と
も
と
中
国
の
地
方
向
け
に
開
発
さ
れ
た
小
型
超
音
波
診
断
装
置
は
、
被
災
地
で
の
医
療
支
援
活
動
で
効
果
を
発
揮

し
た
し
、
途
上
国
で
最
初
に
用
い
ら
れ
た
ソ
ー
ラ
ー
・
ラ
ン
タ
ン
は
、
暖
か
な
灯
り
で
被
災
地
を
照
ら
し
た
。
そ
し
て
も
ち
ろ

ん
、
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
活
躍
す
る
場
は
、
災
害
救
助
活
動

に
限
定
さ
れ
な
い
。
す
ぐ
に
日
常
生
活
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
あ
る
。
大
き
な
組
織

が
、
途
上
国
か
ら
富
裕
国
へ
、
そ
し
て
富
裕
国
か
ら
途
上
国
へ
と
、
両
方
向
に
同
時
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
移
転
さ
せ
る
の
は
、

け
っ
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
白
紙
の
状
態
か
ら
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
見
き
わ
め
る
方
法
を

再
検
討
し
、
新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
チ
ー
ム
を
整
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
は
、
私
自
身
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
に
お
け
る
、
新
興
国
市
場
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
研
究
と
挑
戦
か
ら
も
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
必
要
な
の
は
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
リ

バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
、
成
功
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。

	

ビ
ジ
ャ
イ
・
ゴ
ビ
ン
ダ
ラ
ジ
ャ
ン

	

ク
リ
ス
・
ト
リ
ン
ブ
ル

「80年代後半になって、ようやく欧米は日本を学び始めた。
打ちのめされてからでは遅すぎる。今こそ新興国に学び、イノベーションを起こそう」
御立尚資 ボストン コンサルティング グループ 日本代表

「競争力を保ちたいと願うすべての企業にとっての課題」
ジェフリー・フェファー スタンフォード大学経営大学院組織行動学 教授
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第
1
章

未
来
は

自
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
あ
る

単
な
る
輸
出
で
は
な
い
、
新
興
国
市
場
向
け
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

多
国
籍
企
業
に
は
無
限
の
機
会
が
開
か
れ
る
。

川
下
か
ら
川
上
へ
と
向
か
っ
て
逆
流
す
る

　
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
〈
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
〉
と
い
え
ば
、
野
球
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
と
同
じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
だ
。

そ
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
、
太
陽
が
燦
々
と
照
り
つ
け
る
フ
ロ
リ
ダ
で
活
躍
し
て
い
た
フ
ロ
リ
ダ
大
学
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
ザ
・
ゲ
イ
タ
ー
ズ
」
に
行
き
つ
く
。
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、
猛
暑
と
多
湿
と
い
う
環
境
の
中
で
選
手

た
ち
に
素
早
く
水
分
補
給
を
さ
せ
る
た
め
に
、
た
だ
水
を
飲
む
よ
り
も
効
果
的
な
方
法
を
探
し
て
い
た
。
彼
ら
が
大
学
の
研
究

所
に
委
託
し
、
水
、
ブ
ド
ウ
糖
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
香
料
を
調
合
し
た
飲
み
物
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
選
手
が
発
汗
と
運
動
で
失
っ
た
電
解
質
と
炭
水
化
物
を
素
早
く
補
給
す
る
た
め
の
飲
料
で
、
味
の
評
判
も
良
か
っ

た
。〈
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
〉
は
商
品
化
さ
れ
る
前
か
ら
早
く
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
の
コ
ー
チ
に
よ
る
絶
妙
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
支
援
を
受
け
て
い
た
。
一
九
六
七
年
の
オ
レ
ン
ジ
ボ
ウ
ル
で
フ
ロ
リ
ダ
大
学
に
負
け
た
理
由
を
聞
か
れ
た
と
き
、「
我
々

は
〈
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
〉
を
飲
ん
で
い
な
か
っ
た
か
ら
ね
」
と
、
そ
の
コ
ー
チ
は
嘆
い
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
商

品
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
話
だ
が
、
そ
こ
に
は
実
に
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
フ
ロ
リ
ダ
の
ゲ

「本書は、必須の実務ガイド」
Ｎ.Ｒ. ナラヤナ・ムルティ インフォシス（インド） 名誉会長

「世界中からイノベーションが生まれ、影響を及ぼす時代だとわかる」
ジョン・チェンバース シスコシステムズ 会長兼ＣＥＯ

「イノベーションの秀逸で斬新な捉え方」
ウォレン Ｇ. ベニス 南カリフォルニア大学 教授



リバース・イノベーション　試読版

イ
ン
ズ
ビ
ル
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
起
き
た
、
あ
る
出
来
事
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
初
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
て
い
た
。
コ
レ
ラ
患
者
の
命
を

守
る
鍵
は
そ
う
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
脱
水
状
態
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
ペ
プ
シ
コ
（
二
〇
〇
一
年
に
〈
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
〉
を
買
収
）
の
最
高
科
学
責
任
者
、
メ
フ
ム
ド
・
カ
ー
ン
に
よ
る
と
、
大
流
行

を
食
い
止
め
よ
う
と
現
地
に
赴
い
た
西
洋
の
医
師
た
ち
は
、
コ
レ
ラ
が
引
き
起
こ
す
激
し
い
下
痢
症
状
に
対
す
る
昔
な
が
ら
の

民
間
療
法
を
知
っ
て
驚
い
た
と
い
う
。
そ
の
民
間
療
法
と
は
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
や
ニ
ン
ジ
ン
の
し
ぼ
り
汁
、
米
の
と
ぎ
汁
、
キ
ャ

ロ
ブ
（
イ
ナ
ゴ
マ
メ
）
の
粉
、
乾
燥
バ
ナ
ナ
な
ど
を
配
合
し
た
飲
料
を
飲
ま
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
当
時
の
西
洋
医
学
で
は
、
下

痢
で
苦
し
む
患
者
の
胃
に
炭
水
化
物
を
入
れ
る
と
、
コ
レ
ラ
菌
が
増
殖
し
て
病
状
が
悪
化
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

「
し
か
し
、
そ
れ
は
数
千
年
間
、
イ
ン
ド
の
ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
医
療
で
用
い
ら
れ
て
き
た
一
般
的
な
治
療
法
で
し
た
。
塩
水
に

炭
水
化
物
と
糖
を
加
え
る
と
体
内
へ
の
吸
収
が
速
ま
り
、
患
者
は
素
早
く
水
分
を
補
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
カ
ー

ン
は
言
う
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
情
報
誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」
が
そ
の
治
療
法
の
有
効
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
と
、
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
あ
る

医
師
が
さ
っ
そ
く
目
を
つ
け
た
。
彼
は
、
コ
レ
ラ
患
者
と
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
共
通
す
る
問
題
は
、
急
速
な
水
分
補
給
の
必

要
性
だ
と
理
解
し
、
そ
う
し
た
治
療
法
が
コ
レ
ラ
患
者
に
効
く
な
ら
、
き
っ
と
健
康
な
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
も
有
効
だ
ろ
う

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
〈
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
〉
の
物
語
は
そ
の
時
代
に
は
異
例
で
あ
り
、
当
時
の
主
流
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
に
は
ま
っ
た

く
反
し
て
い
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
一
般
的
に
、
富
裕
国
で
始
ま
り
、
そ
の
後
で
途
上
国
に
向
か
っ
て
川
下
へ
流
れ
て
い
く
。

と
こ
ろ
が
〈
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
〉
は
対
照
的
に
、
そ
の
流
れ
に
逆
行
す
る
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
途
上
国
で
生
ま
れ
る

　
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
途
上
国
で
最
初
に
採
用
さ
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
だ
。
こ

う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
意
外
に
も
、
重
力
に
逆
ら
っ
て
川
上
へ
と
逆
流
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。

　
歴
史
的
に
見
る
と
、
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
珍
し
い
。
実
際
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
流
で
は
な
く

下
流
へ
と
向
か
う
こ
と
は
、
直
感
的
に
理
解
で
き
る
。
富
裕
国
の
富
裕
顧
客
に
は
、
最
も
大
き
く
最
も
素
晴
ら
し
い
も
の
を
買

「決定的な研究」
ウィリアム Ｄ. グリーン アクセンチュア エグゼクティブ・チェアマン

「パンチの効いた事例、詳細かつ行動につながるステップ、明快な説明」
オマール・イシュラク メドトロニック 会長兼ＣＥＯ

「世界中で採用されるだろう」
ムケシュ Ｄ. アンバニ リライアンス・インダストリーズ（インド） 会長
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う
だ
け
の
経
済
的
ゆ
と
り
が
あ
り
、
実
際
に
そ
う
い
う
も
の
を
求
め
る
。
需
要
が
あ
れ
ば
、
技
術
は
進
歩
す
る
。
そ
の
メ
リ
ッ

ト
は
時
間
と
と
も
に
、
世
界
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い
く
。

　
数
字
を
使
っ
て
考
え
て
も
よ
い
。
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
で
は
、
科
学
や
技
術
の
分
野
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
三
〇
〇
人
を

優
に
超
え
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
と
中
国
に
は
合
わ
せ
て
六
倍
の
人
口
が
い
る
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
一
〇
人
に
も
満
た
な

い
。
そ
の
た
め
特
に
欧
米
人
は
、
今
後
も
発
明
が
生
ま
れ
る
場
所
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
な
く
て
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
、
あ
る
い
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
途
上
国
は
経
済
と
技
術
の
両
分
野
で
富
裕
国
に
追
い
つ
こ
う
と
、
少
し
遅
れ
て
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
る
、

と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
途
上
国
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
必
要
な
い
。
懐
に
余
裕
が
で
き
た
ら
す
ぐ
に
、
富
裕
国
か

ら
欲
し
い
も
の
を
た
だ
輸
入
す
れ
ば
よ
い
の
だ
、
と
。

　
こ
う
し
た
前
提
に
立
つ
と
、
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
戦
略
に
は
、
完
全
に
合
理
性
が
あ
る
。
多
国
籍
企

業
に
見
ら
れ
る
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
既
成
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
富
裕
国

の
顧
客
向
け
に
開
発
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
製
品
に
わ
ず
か
な
修
正
を
加
え
、
主
に
機
能
を
落
と
し
た
低
価
格
モ
デ
ル
を
輸
出
す

る
だ
け
で
、
新
興
国
市
場
を
開
拓
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
完
全
な
誤
り
だ
。
富
裕
国
で
有
効
な
も
の
が
自
動
的
に
、
顧
客
ニ
ー
ズ
が
ま
っ
た
く
異
な
る
新
興
国
市
場

で
も
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
勢
い
を
増
し
て
い
る
理
由
は
そ
こ

に
あ
り
、
そ
う
し
た
動
向
は
今
後
も
続
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

◉
―
―
―
―
― 

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
試
み

　
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
表
面
的
に
は
直
感
に
反
す
る
現
象
の
よ
う
に
見
え
る
。
貧
困
者
が
金
持
ち
向
け
の
製
品

を
欲
し
が
る
理
由
を
理
解
す
る
の
は
、
い
た
っ
て
簡
単
だ
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
金
持
ち
が
貧
困
者
向
け
の
製
品
を
望
む
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
そ
の
製
品
が
、
一
定
の
状
況
下
で
、
新
し
い
価
値
、
予
想
外
の
価
値
、
あ
る
い
は
長
く
見
過
ご
さ
れ
て
き
た

価
値
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
の
最
近
の
事
例
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
巨
大
な
大
規
模
小
売
業
者
の
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
が
、
中
央
ア
フ
リ
カ
と
南
米
の
新
興
国
市
場
に
進
出
し
た
と
き
、
既
存
の
小
売

手
法
を
た
だ
輸
出
す
る
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。
同
社
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
具
体
的

に
は
、
急
い
で
店
舗
を
小
型
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
よ
く
見
か
け
る

「リバース・イノベーションは、数十億人の生活を改善することができる」
グルラジ・デシュパンデ シカモア・ネットワークス 共同創設者兼会長

「古い戦略シナリオを放棄する必要がある」
スティーヴ・パグリュカ ベイン・キャピタル マネジング・ディレクター

「一読する価値がある」
張瑞敏 ハイアール・グループ（中国） ＣＥＯ
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「
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
」
小
売
店
に
似
た
形
態
の
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
・
ス
ト
ア
を
創
り
出
し
た
。

　
そ
う
し
た
地
域
で
は
、
小
型
店
の
ほ
う
が
繁
盛
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
消
費
者
の
多
く
は
、
大
量
に
買
い
込
ん
で
家
庭
の
食
品

置
き
場
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
お
く
ほ
ど
の
手
持
ち
の
お
金
が
な
い
か
ら
だ
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
自
転
車
、
原
付
バ
イ
ク
、
バ
ス

な
ど
を
使
っ
た
り
、
あ
る
い
は
徒
歩
で
買
い
物
に
行
く
。
と
な
る
と
、
家
に
持
ち
帰
れ
る
量
に
は
限
度
が
あ
る
。
小
型
版
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
・
ス
ト
ア
は
、
地
域
文
化
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
。

　
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
二
〇
一
一
年
ま
で
に
、
ほ
ん
の
二
、
三
年
前
に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
小
型
ス
ト
ア
」
の
概
念
を
ア
メ
リ
カ
に
逆
輸
入
し
た
の
だ
。
背
景
の
一
つ
に
は
、
大
規
模
小
売
店
市
場
が
飽
和
し
て
い
た
こ

と
が
あ
る
。
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
消
費
者
は
大
型
店
で
の
買
い
物
に
疲
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
人
口
密
度
の
高
い
都
市
環
境
下
で
は
、
立
地
上
の
制
約
や
賃
貸
料
の
高
さ
を
考
え
る
と
、
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
ま
る
ま

る
使
っ
て
大
規
模
店
を
一
、
二
店
出
す
よ
り
も
、
街
中
に
小
型
店
を
多
数
展
開
す
る
ほ
う
が
、
よ
り
簡
単
で
収
益
性
も
高
か
っ

た
。
同
じ
よ
う
な
論
理
は
、
大
規
模
小
売
店
で
は
成
功
し
な
い
、
人
口
の
非
常
に
少
な
い
農
村
部
に
も
当
て
は
ま
っ
た
。

　
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
小
型
ス
ト
ア
は
、
調
達
に
お
け
る
規
模
の
経
済
や
、
同
社
の
優
れ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
競
合
す
る
小
型
店
の
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
に
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
近
い
将
来
、
村
の
雑
貨
屋

サ
イ
ズ
に
な
っ
た
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
で
、
南
ア
ジ
ア
か
ら
着
想
を
得
て
開
発
さ
れ
た
〈
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
〉
を
買
え
る
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。

◉
―
―
―
―
イ
ン
ド
の
病
院
が
富
裕
国
に
進
出
す
る
理
由

　
次
に
、
ア
メ
リ
カ
が
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
医
療
分
野
の
、
費
用
対
効
果
の
改
善
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
医
療
改
革

に
従
事
す
る
人
々
は
、
新
し
い
発
想
を
得
る
た
め
に
イ
ン
ド
に
目
を
向
け
て
み
る
と
よ
い
。
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
・
フ
リ
ー
ダ
ヤ
ー

ラ
ヤ
病
院
は
イ
ン
ド
の
医
療
を
改
革
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
少
な
く
と
も
二
万
ド
ル
か
か
る
開
胸
手
術
を
、
わ
ず
か
二
〇
〇
〇
ド

ル
で
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
価
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
病
院
の
純
利
益
率
は
ア
メ
リ
カ
の
平
均
よ
り
も
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
お

り
、
そ
の
う
え
質
の
面
で
も
世
界
ク
ラ
ス
を
誇
る
。
バ
イ
パ
ス
手
術
患
者
の
三
〇
日
以
内
の
死
亡
率
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

平
均
が
一
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
病
院
は
一
・
四
％
で
あ
る
。

　
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
病
院
が
成
功
し
て
い
る
理
由
は
、
イ
ン
ド
の
人
件
費
が
安
い
こ
と
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
本
当
の
魔

「この本には、インスピレーションと教訓の両方が含まれている」
ロジャー Ｌ. マーティン トロント大学 ロットマン・スクール・オブ・マネジメント 学長

「説得力のある考え方」
ダグラス Ｒ. コナン キャンベル・スープ 前社長兼ＣＥＯ

「可能性を切り拓くための戦略」
ウィリアム Ｒ. ジョンソン Ｈ.Ｊ.ハインツ 会長兼社長兼ＣＥＯ
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法
は
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
病
院
は
大
胆
に
も
、
フ
ォ
ー
ド
の
Ｔ
型
モ
デ
ル
以
後
に
広
ま
っ

た
、
工
業
分
野
で
お
馴
染
み
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
い
く
つ
も
取
り
入
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
標
準
化
、
労
働
者
の
専
門
化
、
規
模

の
経
済
、
ラ
イ
ン
生
産
方
式
な
ど
で
あ
る
。

　
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
病
院
は
こ
う
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
資
源
を
有
効
活
用
し
、
手
術
一
回
当
た
り
の
コ
ス
ト
を
大
幅
に

引
き
下
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
世
界
有
数
の
多
国
籍
企
業
か
ら
買
っ
た
高
価
な
医
療
機
器
は
ア
メ
リ
カ
の
病
院
の
五
倍
も
使

用
さ
れ
、
外
科
医
が
こ
な
す
手
術
数
は
二
～
三
倍
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う
え
、
病
院
の
規
模
が
大
き
い
の
で
、
医
師
は
そ
れ
ぞ
れ

特
定
の
種
類
の
心
臓
手
術
に
特
化
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
習
が
進
み
、
ス
キ
ル
が
向
上
し
、
質
が
高
ま
る
。

　
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
は
い
か
に
も
単
純
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
富
裕
国
の
医
療
保
険
制
度
下
で
、
広
く
信
じ
ら
れ

て
い
る
考
え
方
に
は
反
し
て
い
る
。
富
裕
国
で
は
、
医
師
は
最
も
難
易
度
の
高
い
患
者
に
注
力
し
、
医
学
や
技
術
を
追
求
し
て

い
く
。
コ
ス
ト
の
こ
と
を
考
え
る
の
は
最
初
で
は
な
く
、
最
後
だ
。

　
そ
の
結
果
、
患
者
は
一
人
ひ
と
り
独
特
だ
と
す
る
、
高
コ
ス
ト
で
、
そ
の
う
え
議
論
の
余
地
を
残
す
考
え
方
に
基
づ
い
て
、

欧
米
の
医
療
は
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多
く
の
場
面
に
別
の
や
り
方
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
実
際
、
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
病
院
は
富
裕
国
に
も
そ
の
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入
し
つ
つ
あ
る
。
マ
イ
ア
ミ
か
ら
飛
行

機
で
一
時
間
で
行
け
る
ケ
イ
マ
ン
諸
島
に
、
病
床
数
二
〇
〇
〇
の
大
型
病
院
を
建
設
し
、
保
険
未
加
入
の
ア
メ
リ
カ
人
向
け
に
、

ア
メ
リ
カ
の
治
療
費
の
半
分
以
下
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

　
こ
れ
ら
は
、
本
書
で
紹
介
す
る
多
く
の
事
例
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

未
来
は
遠
く
離
れ
た
国
に
あ
る

　
世
界
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
力
学
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
は
二
〇
一
一
年
一
月
の

一
般
教
書
演
説
で
、
ア
メ
リ
カ
は
「
世
界
の
他
の
国
々
よ
り
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
教
育
、
生
産
で
先
行
」
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
野
心
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）
が
自
国
の
問
題
に
本
気
で
取

り
組
む
と
す
れ
ば
、
そ
う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
新
し
い
現
実
は
と
い
え
ば
、
未
来
は
本
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
あ
る
。
富
裕
国
と
有
力
な
多
国
籍
企
業
が
成
功
を
持
続
し

「成長市場でチャンスをつかむための強い論拠」
リチャード Ｊ.クレイマー グッドイヤー・タイヤ・アンド・ラバー ＣＥＯ兼社長

「アイデアに富んだ本」
マイケル・Ｒ・トラム アーサー・ディー・リトル ＣＥＯ

「素晴らしい羅針盤」
フレデリコ Ｆ. クラド エンブラエル（ブラジル） 社長兼ＣＥＯ
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た
け
れ
ば
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
や
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
は
、
身
近
な
場
所
に
目
を
向
け
る
の
と
同
じ
く
ら
い
に
、
途
上
国
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
や
機
会
に
も
関
心
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
投
資
家
、
戦
略
家
、
マ
ー
ケ
タ
ー
、
科
学
者
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
国
家
政
策
立
案
者
、
あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
目
論
む
学
生
ま
で
、
だ
れ
で
あ
れ
、
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
象
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
国
や
企
業
に
は
富
や
力
を
再
配
分
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

が
、
理
解
し
て
い
な
い
国
や
企
業
は
衰
退
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
、
貧
困
国（

注
）の
興
隆
と
富
裕
国
の
衰
退
を

早
め
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
み
す
み
す
招
く
必
要
は
な
い
。
実
際
に
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
追
求
す
る
野
心
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
機
会
は
だ
れ
に
で
も
、
ど
こ
に
で
も
開
か
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
大
き
な
賭
け
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
説
明
し
て
い
く
が
、
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
多
く

の
企
業
、
特
に
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
多
国
籍
企
業
に
と
っ
て
は
、
海
外
で
の
機
会
を
逃
す
こ
と
以
上
に
高
く
つ
く
お
そ
れ
が

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
新
興
国
の
巨
人
」
と
呼
ば
れ
る
、
途
上
国
を
本
拠
と
す
る
新
世
代
の
多
国
籍
企
業
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
と

な
り
、
富
裕
国
の
多
国
籍
企
業
は
安
定
し
た
国
内
市
場
で
、
痛
み
や
手
厳
し
い
打
撃
を
食
ら
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

新
興
国
の
巨
人
は
い
ま
や
、
タ
タ
、
マ
ヒ
ン
ド
ラ
、
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
、
レ
ノ
ボ
、
ハ
イ
ア
ー
ル
な
ど
何

十
社
に
も
の
ぼ
り
、
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｅ
の
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
イ
メ
ル
ト
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
た
ち
が
貧
困
国
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
出
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
し
て
い
か
な
い
の
な
ら
、
マ
イ
ン
ド
レ
イ
、
ス

ズ
ロ
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ド
な
ど
の
途
上
国
の
新
し
い
ラ
イ
バ
ル
た
ち
が
代
わ
り
に
や
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
気
を
引
き

締
め
て
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
Ｇ
Ｅ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
シ
ー
メ
ン
ス
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
ロ
ー
ル
ス
ロ

イ
ス
な
ど
の
伝
統
的
な
ラ
イ
バ
ル
に
対
し
て
、
こ
の
上
な
い
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
と
の
戦
い
方
は

知
っ
て
い
ま
す
し
、
彼
ら
が
Ｇ
Ｅ
を
つ
ぶ
し
に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
は
け
っ
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
新
興
国
の
巨
人
た
ち

に
は
そ
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
り
ま
す
」。

　
リ
バ
ー
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
選
択
肢
と
い
う
よ
り
も
、
酸
素
の
よ
う
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
な
の
だ
。

注） 本書で用いている貧困国という用語
は、世界銀行が採用している「一人当た
りGDPが低い国」という狭義の定義によ
るもの。貧困者も同様に、最も厳格な経
済的な意味での用語である。

「この本の各事例は一つのことを示している。
それはイノベーションが不満から引き起こされることだ」
Ｔ.Ｋ. クリエン ウィプロ（インド） ＣＥＯ

「まさに時機を得たコンセプト」
アナンド Ｇ. マヒンドラ マヒンドラ・アンド・マヒンドラ（インド）  会長兼マネジング・ディレクター
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つづきは、全国主要書店で発売中の
『リバース・イノベーション』

（ダイヤモンド社刊 ISBN978-4-478-021651 定価1890円）でご覧ください。

インターネットで「リバース・イノベーション講座」も配信中！
http://diamond.jp/articles/-/25138

第1部のまとめ
リバース・イノベーション戦略の

「９つの重要ポイント」

戦略レベル
1  新興国市場の成長をつかむために、単なる輸出ではなく、イノベーション
に取り組まなければならない。

2  機会を活用して、新興国市場のイノベーションを他の貧困国、富裕国の取
り残された市場、そして最終的に富裕国の主流市場へと移転させる。

3  いわゆる新興国の巨人を自社のレーダーで捕捉し続ける。これらの企業は
途上国を本拠とし、小さいが急成長を遂げており、いつか既存の多国籍
企業を脅かす存在になるというグローバルな野心を持っている。

グローバル組織レベル
4  人材、権限、資金を、成長している場所である途上国に移す。

5  リバース・イノベーションのマインドセットを全社的に培う。海外駐在の任務、
集中訓練の経験、新興国市場で開催される企業のイベント、創造的な経
営陣の登用、はっきりと目に見えるCEOの行動を通して、新興国市場にス
ポットライトを当てる。

6  途上国ではグローバルとは別の独自の損益計算書をつくり、成長性に関す
る指標を重視した業績評価を別途設ける。

プロジェクト・レベル
7  リバース・イノベーションの機会ごとに最大限のビジネス能力を発揮できる
ように、ローカル・グロース・チーム（LGT）に権限を移譲する。LGTは創
設されたばかりの企業ように振る舞わなければならない。

 ・白紙の状態でニーズの評価を行わなければならない。

 ・白紙の状態でソリューションを開発しなければならない。

 ・白紙の状態で組織を設計しなければならない。

8  注意深く管理された協力関係を通して、ＬＧＴが自社のグローバルな経営
資源の基盤を活用できるようにする。

9  迅速かつ経済的に、重要な未知の事柄の解明に注力し、リバース・イノ
ベーションの取り組みを統制のとれた実験として管理する。


